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5月の市民相談

　　

江
戸
時
代
に
お
い
て
幕
府
の
名
代
官
の

一
人
に
あ
げ
ら
れ
た
川
崎
平
右
衛
門
定
孝

は
、
日
野
市
域
の
一
部
を
管
轄
し
て
い
た

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
定
孝
は
元
禄
７

年
（
１
６
９
４
）
に
武
蔵
野
国
多
摩
郡
押

立
村
（
府
中
市
）
の
農
家
に
生
ま
れ
、
後

に
名
主
を
世
襲
し
、
金
井
原
（
小
金
井
村

一
帯
）
の
開
墾
な
ど
で
活
躍
し
た
。
や
が

て
享
保
改
革
の
一
環
と
し
て
武
蔵
野
新
田

の
開
発
が
進
む
な
か
、
元
文
３
年
（
１
７

３
８
）
の
大
凶
作
で
、
新
田
村
が
被
害
を

受
け
る
と
、
代
官
上
坂
安
左
衛
門
の
も
と

で
窮
民
の
救
済
に
当
た
り
、
私
財
を
投
じ

て
農
民
の
扶
助
を
行
っ
た
。
こ
の
功
績
に

よ
っ
て
翌
４
年
に
は
武
蔵
野
新
田
世
話
役

（　

人 
扶  
持 
）を
命
ぜ
ら
れ
た
。

ぶ 

ち

１０

こ
の
役
は

上
坂
代
官

の
指
示
に

よ
り
新
田
村
の
施
策

を
行
う
の
で
あ
る

が
、
実
質
的
に
は
定

孝
の
判
断
に
よ
っ
て

実
施
さ
れ
た
と
い
っ

て
よ
い
。

　

こ
の
時
、
入
間
郡

三
角
原
陣
屋
（
埼
玉

県
鶴
ヶ
島
市
）
に
矢

島
藤
助
、
多
摩
郡
関

野
新
田
陣
屋
（
小
金
井
市
）
に
高
木
三
郎

兵
衛
を
下
役
と
し
て
駐
在
さ
せ
、
南
北
武

蔵
野
新
田
の
調
査
を
進
め
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
定
孝
は
多
摩
・
入
間
・
高
麗
三

郡
内
の
新
田
場
見
分
御
用
、
さ
ら
に
玉
川

（
多
摩
川
）
両
側
の
御
料
・
私
領　

里
余

２０

の
地
域
の
堤
・
用
水
・ 
圦  
樋 
・
水
門
の
御

い
り 
ひ

普
請
見
分
御
用
を
勤
め
て
大
い
に
実
績
を

あ
げ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
寛
保
３
年
（
１

７
４
３
）
に
は
、
支
配
勘
定
格
（　

人
扶

３０

持
）
と
な
り
、
関
東
の
内
、
３
万
石
を
支

配
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
定
孝

は
勘
定
所
の
役
人
と
な
り
な
が
ら
、
代
官

勤
方
の
形
態
で
村
々
の
支
配
を
行
っ
た
の

で
、
ま
さ
に
准
幕
府
代
官
と
も
い
う
べ
き

も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
当
時
、
寺
社

奉
行
で 
地  
方 
御
用
を
兼
務
し
て
い
た
大
岡

じ 
か
た

越
前
守 
忠  
相 
の
配
下
に
組
み
入
れ
ら
れ
た

た
だ 
す
け

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
武
蔵
野
新
田
の

検
地
は
大
岡
配
下
の
代
官
と
勘
定
所
が
共

同
し
て
行
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き

る
。

　

川
崎
平
右
衛
門
定
孝
は
、
寛
保
４
年

（
１
７
４
４
）
か
ら
、
日
野
市
域
の
宮
村

と
万
願
寺
村
及
び
新
井
村
を
管
轄
し
た
と

記
録
さ
れ
て
い
る
。
在
任
中
の
延
享
２
年

（
１
７
４
５
）
に
大
岡
忠
相
の
地
方
御
用

の
辞
任
と
共
に
、
定
孝
は
勘
定
奉
行
の
配

下
に
移
っ
て
い
る
。
や
が
て
、
寛

延
２
年
（
１
７
４
９
）
に
美
濃
国

本
巣
郡 
本  
田 
陣
屋
（
岐
阜
県
穂
積

ほ
ん 
で
ん

町
）
に
支
配
替
え
と
な
り
、
こ
れ

に
よ
っ
て
武
蔵
野
新
田
は
関
東
郡
代
伊
奈

半
左
衛
門
忠
辰
の
管
轄
と
な
っ
た
。
定
孝

の
新
田
対
策
は
、
た
だ
年
貢
を
増
徴
す
れ

ば
よ
い
と
い
う
考
え
を
改
め
、
ま
ず
、
農

村
の
復
旧
を
第
一
と
し
て
復
興
資
金
を
与

え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
農
民
の
保
護
や
農

業
の
技
術
指
導
を
行
い
、
新
田
の
恒
久
的

発
展
の
基
礎
を
築
い
た
の
で
あ
る
。

（
日
野
市
古
文
書
等
歴
史
資
料
整
理
編
集

委
員
会
委
員　

村
上
直
）  

９４

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

▲「川崎平右衛門定孝肖像」（複製）府中市郷土の
森博物館所蔵
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▼
こ
の
計
画
は

　

日
野
市
の
基
本
構
想
「
日
野
い
い
プ
ラ

ン
２
０
１
０
」
及
び
国
等
の
施
策
・
計
画

と
の
整
合
性
、
近
年
の
情
報
化
の
進
展
状

況
、
市
民
の
要
望
等
に
沿
っ
た
形
で
効
果

的
に
行
っ
て
い
く
計
画
で
す
。
計
画
の
期

間
は
平
成　

年
ま
で
の
５
年
間
で
す
。

２２

▼
計
画
の
視
点
（
案
）

　

計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
「
地
域
情
報

化
の
推
進
と
市
民
参
画
」
の
更
な
る
推
進

を
掲
げ
、
�
市
民
ニ
ー
ズ
の
反
映
、
�
庁

内
ニ
ー
ズ
の
反
映
、
�
費
用
、
�
実
現
可

能
性
、
�
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
５
つ
の

視
点
で
、
ま
た
、
国
の
動
向
及
び
市
の
計

画
な
ど
と
の
整
合
性
も
確
認
し
、
新
・
日

野
市
情
報
化
推
進
計
画
を
策
定
し
て
き
ま

し
た
。

▼
計
画
の
目
標
（
案
）

　

こ
の
計
画
は
、
Ｉ
Ｔ
技
術
の
進
展
や
財

▼
素
案
の
内
容
を
見
る
に
は

　

市
内
各
図
書
館
、
七
生
支
所
、
豊
田
駅

連
絡
所
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

▼
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

こ
の
素
案
に
対
す
る
ご
意
見
は
、
５
月

　

日
�
（
必
着
）
ま
で
に
住
所
、
氏
名
、

１５電
話
番
号
を
記
入
し
、
次
の
い
ず
れ
か
の

方
法
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

▽
郵
送
＝
〒　

―
８
６
８
６
日
野
市
役
所

１９１

情
報
シ
ス
テ
ム
課「
情
報
化
推
進
計
画
」係

▽
Ｆ
Ａ
Ｘ
＝　

・
０
９
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７
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▽
電
子
申
請
＝https://w

w
w
.e-toky

o.lg.jp

▽
電
子
メ
ー
ル
＝josys@

city.hino.l
g.jp▽

問
合
せ
先
＝
情
報
シ
ス
テ
ム
課

日日日日日日日日日日
野野野野野野野野野野
市市市市市市市市市市
情情情情情情情情情情
報報報報報報報報報報
化化化化化化化化化化
推推推推推推推推推推
進進進進進進進進進進
計計計計計計計計計計
画画画画画画画画画画

日
野
市
情
報
化
推
進
計
画（（（（（（（（（（
素素素素素素素素素素
案案案案案案案案案案
））））））））））

（
素
案
）ににににににににににに

ごごごごごごごごごご
意意意意意意意意意意
見見見見見見見見見見
をををををををををを
おおおおおおおおおお
聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴
かかかかかかかかかか
せせせせせせせせせせ
くくくくくくくくくく
だだだだだだだだだだ
ささささささささささ
いいいいいいいいいい

ご
意
見
を
お
聴
か
せ
く
だ
さ
い

　

市
で
は
、
公
募
市
民
・
学
識
経
験
者
な
ど
の
参
画
に
よ
り
「
日
野
市
情
報
化
推
進
計
画
」
の
策
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

政
状
況
等
を
考
え
あ
わ
せ
、
段
階
的
な
情

報
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
電
子
自
治
体

基
盤
の
整
備
状
況
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
目
標
と
し
ま
す
。

　

情
報
化
施
策
の
基
本
方
針
と
し
て
、
８

項
目
（
地
域
情
報
の
活
性
化
、
福
祉
・
子

育
て
の
支
援
、
教
育
環
境
の
整
備
、
安
全
・

安
心
な
暮
ら
し
の
実
現
、
産
業
の
活
性

化
、
庁
内
業
務
の
効
率
化
、
個
人
情
報
保

護
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
、
窓
口
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
）
を
設
定
し
ま
し
た
。

問合せ先会　場日　　時名　　称

同センター
�５８６－１２７９

子ども家庭支援
センター

月曜～土曜日
※祝日を除く
９：３０～１７：００

子どもの虐待
相談

教育相談室
�５９２－１１６０
子どもこころの
電話相談
�５９２－２７８２

教育センター内
教育相談室

毎週月曜～金曜日
※祝日を除く
１０：００～１７：００

教育相談

健康課
�５８１－４１１１

生活・保健
センター

随時（電話予約）

食生活相談
（個別栄養相談）

健康相談

消費生活相談室
�５８１－３５５６

毎週月曜～金曜日
９：３０～１２：００
１３：００～１６：００

消費生活相談

高齢福祉課
�０１２０－１２３－１２７

毎日２４時間高齢者電話健康相談

予約及び
電話相談は
男女平等課
�５８７－８１７７へ

男女平等推進セ
ンター（多摩平の
森ふれあい館）

毎週火曜・水曜日
※祝日を除く
火曜日：１８：００～２１：００
水曜日：９：４５～１６：００

女性相談
（電話・面接）
※前もって予約を

日野市社会福祉
協議会
�５８４－１２９４

中央福祉
センター

法律、住宅改造相談を
実施
※日時は問い合わせを

日社協「くらし
なんでも相談」

問合せ先会　場日　　時名　　称

市民相談担当
市役所代表番号
�５８５－１１１１

※予約等の受け
付けは電話で午
前８時３０分から
（先着順）

※８日�の登記
相談予約は、２
日�から受け付
け

市役所１階
市民相談室

※市政に対する
一般相談は毎週
月曜～金曜日の
午前８時３０分～
午後５時１５分に
受け付け

２日�・９日�・ 
１６日�・２３日�
１０：００～１６：００

法律相談
※相談日前日から予約を

２０日�
９：００～１２：００

土曜法律相談
※相談日前日から予約を

８日�・１９日�
１３：３０～１６：００行政相談

１１日�・２５日�
１３：３０～１６：００人権身の上相談

１１日�
１６：００～１７：００

子どもの
人権専門相談

１５日�
１３：００～１６：００

消費者金融専門相談
※８日�から予約を

１２日�
１３：３０～１６：００交通事故相談

８日�
１３：３０～１６：００

登記相談
※相談日前日から予約を

２４日�
１０：００～１６：００

税務相談
※相談日前日から予約を

１７日�
１３：３０～１６：００

不動産相談
※相談日前日から予約を

２日�
１０：００～１６：００

相続・遺言等暮ら
しの書類作成相談
※相談日前日から予約を

問合せ先会　場日　　時名　　称

市民相談担当水道事務所
２４日�
９：３０～１１：３０

市長相談
※１日�～１２日�（日曜
日・祝日を除く）に予約を

同センター
�５８６－１１７１

地域子ども家庭
支援センター万
願寺

火曜日、祝日を除く毎
日
９：３０～１７：００

子育て相談
同センター
�５８９－１２６２

子ども家庭支援
センター

月曜～土曜日
※祝日を除く
９：３０～１７：００

同保育園
�５８６－１１７２

おおくぼ
保育園毎週月曜～金曜日

※祝日を除く
１０：００～１６：００ 同児童館

�５８６－１１８４
あさひがおか
児童館

健康課
�５８１－４１１１

あさひがおか
児童館

８日�
９：４５～１１：００

乳幼児相談

もぐさだい
児童館

１２日�
９：４５～１１：００

みさわ
児童館

１６日�
９：４５～１１：００

生活・保健
センター

２６日�
９：４５～１１：００


